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クレインによる高分子キニノーゲンの開裂， C 1 インヒビターによる酵素複合体形成，プレカリクレインー高分子キ
? ?ワ臼
ニノーゲン複合体形成等の個々の反応を阻害しなかったが， FXrr a によるプレカリクレインの活性化や， FX ra 
の自己活性化反応等の陰性電荷介在性の反応を抑制した。さらに高分子キニノーゲン， FXrr および Fxrra が陰性
電荷表面へ結合する反応に対するノイロトロビンの作用をそれぞれの蛋白質の放射ラベル化および非ラベル化体を
用いて調べたところ，ノイロトロビンが陰性電荷表面よりもむしろ蛋白質側に作用することにより，これらのカス


















ゲンや，血液凝固第xrr因子 (FX rr) などのカスケードを構成する蛋白質が，活性化反応の場を与える陰性荷電表面
上に結合することを阻害して，活性化反応の初期段階を抑制し，その活性化阻害が，引き続いて起こる Fxrr の自己
活性化や血衆プレカリクレインの活性化を二次的に抑制して，最終生成物であるブラジキニンの産生を阻害すること
を示唆する実験成績を得た。
これらの知見は，痔痛・アレルギー性疾患におけるカリクレイン・キニン系の役割の解明に貢献する価値ある業績
である。また，現在までに血紫カリクレイン・キニン系の活性化に対して作用する薬剤が，殆ど知られていないので，
当該薬剤の作用点の解明は，今後の痔痛・アレルギー性疾患治療斉IJの開発を行なう上で重要であり，学位論文として
充分価するものであると認められる。
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